2022年度  ソフトバレーボール　審判講習会開催要項

1．　目　的　　国民の生涯スポーツの一環として、定着しつつあるソフトバレーボールを正しく指導・審判・競技運営のできる指導者の育成を図ることを目的とする。

2．　主　催　　香川県ソフトバレーボール連盟

3．　協　力　　（株）ミカサ、（株）モルテン
4．　開催日時　　２０２2年4月17日（日）　9：20～12：00　（受付　9：00～）
5．　開催場所　　さぬき市志度東体育館    
（〒769-2102　さぬき市鴨庄２５５０－３９）
6．　参加者　　香川県ソフトバレーボール連盟　登録団体会員　
　　　　　　　　　　　※　各登録団体から必ず１名は参加すること。
　　　　　　　　　　　※　２０２2年度全国・四国大会出場予定チームは、必ず監督又は選手
３名以上参加すること。　　　　　

　　　　　　　
7．　日程内容　　ルールブックを利用した座学　審判実技講習
8．　受講料　　１人1,500円　(ソフトバレーボールルールブック含む)
9．　講　師　　（公財）日本バレーボール協会公認マスターリーダー
10．申込方法 
(1)　必要事項を記入した「参加申込書」を 11.記載の申込先に送信又は郵送する。
(2)　申込期限　令和4年4月10日（日）(消印有効)
(3)　参加料は，コロナウィルスの感染状況や社会情勢を踏まえ，本講習会の開催が実現した場合，講習会当日に同会場において支払う。

(4)　領収書は，参加料と引き換えに発行する。
11．申込先　　〒761－8084　香川県高松市一宮町446番地3

香川県ソフトバレーボール連盟　理事長　大川原　三鈴

携帯番号　090-1176-2239

Ｅ-mail   pref.kagawa.sv@gmail.com
12．その他
(1)　主催者は，講習会中の負傷については，応急措置のみを行うこととし，一切の責任を負わない。
なお，主催者は，一日傷害保険に加入している。
(2)　ゴミ等（ペットボトル及び空き缶など）は，必ず持ち帰る。
(3)　講習会において使用する体育館などの利用規定を厳守する。
　　　学校施設内は禁煙ですのでご協力ください。

(4)　講習会当日の照会先（天候異変等）及びその他お問い合わせ先 11.に記載。
(5)　個人情報に関しては，本講習会の開催にかかる事務においてのみ使用する。
(6)　受付時に体調、検温等を行い、参加者名簿にサインをする。
(7)　準備物は、筆記用具、運動の出来る服装（背番号入りユニフォーム等）、
バレーボール用シューズ、ホイッスル（長・短）、電子ホイッスル、タオル等
香川県ソフトバレーボール連盟　審判講習会参加申込書

登録団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体登録番号　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　印　　（必ず押印のこと）

住　　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　　　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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登録団体代表者の印がないものは、無効とします。

個人情報保護法により、目的以外には使用いたしません。

２０２⒉年度審判講習会安全対策ガイドライン
香川県ソフトバレーボール連盟
　本講習会に参加する全ての者は，各自で感染予防に努めることを原則としつつ，講習会参加者の安全を保つため，次の事項を遵守することとする。
１．講習会参加者の方へ
①　体育館に入場する際には，マスクを着用する（フェイスシールド可）。
②　審判実技講習中を除き，体育館内では，マスクを着用し，ソーシャルディスタンス（少なくとも，1メートル以上の間隔）を守る。
③　体育館に入場できるのは，講習会に参加する者のみとする。やむを得ず同伴する場合には，受付時に氏名，住所，連絡方法について申告する。
④　各人から出たゴミは，会場のゴミ箱などに捨てず，必ず持ち帰る（ゴミ袋を必ず用意）。また，忘れ物（飲み物・衣類等）は，原則として本部で廃棄する）。
２．受付時
①　参加料は，釣銭のいらないよう準備し納付する。
②　体育館に入場する際には，必ず検温を受ける（当日，37.5℃以上の発熱のある者は，入場できない。）
３．審判実技講習中
①　選手はエンドラインに間隔を空けて整列し，審判員とともに全員で挨拶（礼）をする。
②　コート内の受講者以外は，全員マスクを着用する。コート内の受講者が個人的にマスク着用を求めた場合は，これを認める。
なお，コート内の相手チームの選手にマスク着用を要求できない。
③　マスク着用の受講者は，試合途中でマスクを外したときには，マスクをしっかりと安全に管理する。
④　チームは，タイムアウト時も含めて２メートル程度の距離を持って話し，円陣は組まない。
⑤　大きな声での指示や声援はしない。
⑥　スポーツドリンク，タオルなど持ち物は，各自接触しないように注意し，個人専用の袋に入れることが望ましい。
⑦　実技講習が終了した場合は，その都度，しっかりと除菌又は手洗い等を行い，次の講習又は審判に備える。
　⑧　審判時は，マスク又はフェイスシールドを着用する。
⑨　原則として，電子ホイッスルを使用する。ハンドシグナルは，電子ホイッスルを持ったままで行うこととする。
⑩　試合終了後にはしっかりと手洗いを行う。
⑪　受講者に明らかな安全対策ガイドライン（感染対策）に違反する行為があれば，講師あるいは受講者において当該受講者に注意することができる。
⑫　線審の使用する「フラッグ（旗）」及び使用球は，実技講習修了の都度，講師の方において消毒を行う。
４．審判講習終了後
２週間以内に感染が疑われる症状が発生した場合は，速やかに理事長に連絡する。
